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研究成果の概要（和文）：今回、セマンティックウェブ技術を応用して、保有するデータベース技術を駆使して医師の
養成等に利用できる学習システムの構築を行った。上部内視鏡の診断所見における語彙と語彙の組み合わせの強度によ
り、｢撮影方法｣「基本部位」「基本所見」「診断」の関連についてオントロジ－技術を使ったデ－タベ－スの構築を整
えた。症例画像デ－タベ－スの基本を作り、オントロジ－デ－タベ－スに組みこみ、問題作成や答え合わせが可能とな
る学習システムを構築した。この3年間で、何名かのIT技術者や医学生、研修医にテストユ－ザ－として使用をしても
らい実証実験を行った。その結果いくつかの問題点はあるものの、比較的良好な評価が得られた。

研究成果の概要（英文）：Through application of the semantic web technology, we have recently attempted 
creation of a database, with the goal of establishing a learning system which can be utilized in 
education/training of physicians and other purposes. Being accompanied by numerical assessment of the 
strength of relationship in each combination of terms. we arranged a database with the use of ontology 
technology. We registered representative case images covering the　information on "basic sites," "basic 
findings," "diagnosis"and so on, and the thus created basic form for a database of images was 
incorporated into the ontology database. In this way, we created the fundamental frame for a learning 
system capable of making questions and checking the accuracy of each answer to the questions. This system 
was tried by some test users, to check the validity of the system, focusing on technical and educational 
aspects. The system was rated to be elatively satisfactory, although several problems were identified.

研究分野：総合領域
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１．研究開始当初の背景 
医療分野においてもICT 利活用が進み、診療

データが電子データとして保存されるように

なってきていた。しかしこれらのデータの大

部分は施設内において個々の診療に利用され

るにとどまっており、施設間をまたがって利

用されることはまれである。様々な疾患に強

みをもつ基幹病院の臨床経験を他の基幹病院

や中小病院、診療所において簡便に利用する

ことができれば、全体として診療の質を高め、

医療費の削減につなげることが可能である。 

我々は大学病院が保有する膨大な診療データ

を分析して、胸部/腹部CR、上部内視鏡、腹部

超音波などの画像診断において、その診断に

必要な「撮影条件」「基本部位」「基本所見」

「診断」「処置」などの語彙とそれらの組合

せ、組合せ強度分析し、数値的に抽出してき

た（胸部CR：約15,000、腹部CR：約800、上部

内視鏡：約3,500、腹部超音波：約1,500 の組

合せについて知識ベースを構築）。さらに最

新のセマンティックウェブ技術を応用して、

それらの語彙および語彙と語彙の組合わせ、

また、組合せ強度についてネットワーク状に

関連付けた画像診断オントロジーを生成して

知識ベースを構築すると同時に、それらの膨

大な情報から診断に必要とする部分の語彙と

それらの組合せ、組合せ強度を一瞬で抽出し

表示することにより、実際の診療現場で臨床

経験を共有する方法を開発した。 

 

２．研究の目的 
平成２４年度に、内視鏡学習システムおよ

び症例データベースの作成を行った。その成

果について、システム評価を行う。 

平成２４年度はシステムが完成して最初

の評価であるために、学習効果よりむしろシ

ステムの完成度に評価の重点をおき、IT関連

や医療情報に精通した知識人にモニター評

価を依頼し、システムの技術面から分析する

ことを目的とした。また、平成２５年度、平

成２６年度は医学生、研修医の学習効果に重

点を置き、モニタ－評価を依頼して学習効果

面から分析することを目的とした。 

 

３．研究の方法 
3-1.実証実験１ 

アンケート対象者 10 名に対し、内視鏡学

習システムについて、ログインから条件設定、

回答、答え合わせなど、すべての機能を繰り

返し操作していただき、操作性（GUI の見や

すさなども含む）、レスポンス、安定性など

の評価を行ってもらった。 

アンケート内容は以下の通りである。 

・ログインやユーザ登録のしやすさ 

・学習条件設定のわかりやすさ 

・問題解答画面の見やすさや操作方法のわか

りやすさ 

・答え合わせ画面の見やすさや操作方法のわ

かりやすさ 

・成績表示画面の見やすさや操作方法のわか

りやすさ 

・全体を通したレスポンス 

・繰り返し使用した際の安定性 

・バグチェック（もしバグが残っていた場合） 

 

3-2.実証実験２ 

 アンケ－ト対象者は医学部学生、及び研

修医（2年目）9名に対し、ログインから条

件設定、回答、答え合わせなど操作していた

だき、操作性や学習的効果などの評価を行っ

てもらった。 

アンケ－ト内容は以下の通りである。 

・希望進路の科目 

・画像診断学習 

・学習効果の程度 

・各機能の有効性の程度 

・操作性の良さ 

・ヒント機能の利用度 

・満足度の程度 
 
４．研究成果 
4-1.実証実験１の成果 
確認ブラウザについて以下の通りであった。 



・Windows7 InternetExplorer9 （1 名） 

・Windows InternetExplorer8（2 名） 

・Windows Internet Explorer 9.0.8112.16421 

(更新バージョン 9.0.12) （1 名） 

・Windows Firefox18.0.2 （1 名） 

・Windows  Google Chrome バージョン ｎ

24.0.1312.57 m （2 名） 

・Mac OSX Safari 6.0.2 & Chrome 最新(1 名) 

・Mac OS X Chrome 24.0.1312.57 （2 名） 

 

アンケート回答に至るまでの平均利用時

間は 5.3 時間であった。 

 

・内視鏡学習システムを利用するための、新

規ユーザ登録については、全ての人がスムー

ズにできたと回答した。eラーニング全体と

しては、システムが安定して動作している

（90％）、速度について問題なし（80％）と

比較的高い評価が得られた。 

一方で、解答画面での解答する際の操作と

画像の拡大・縮小について、操作性を改善し

た方が良いとの意見があった。解答画面の右

側にある選択肢の視認性・動作速度の向上を

はかることで対応することを考えている。ま

た成績表画面についても、半数が見にくいと

の指摘があった。ヒントあり・なしで分けて

いる成績表示だが、そもそも「ヒント」が「カ

テゴリーナビゲーション」なのか「正解表示

項目指定」なのかが、ユーザにとってわかり

にくいため、今後、表示方法について検討す

ることを考えている。 

結論、今回のモニター評価により指摘を受

けた部分を検討し、改善が必要なところは改

修してバージョンアップを行う予定である。 

 
4-2.実証実験２の成果 

内視鏡学習システムの継続利用について

６７％と希望者はやや少く、希望する科は

「整形外科」「消化器内科」「小児科」「産婦

人科」「救命救急科」であった。将来必要性

を感じる者の学習意欲は高いが、将来の進

路も大きく影響していた。 

上部消化管内視鏡の画像診断について、

全員が勉強したことはあり（図１）、学習効

果が６７％あった（図２）。 画像診断スキ

ルを今後習得する為には、継続して使用し

たいとの解答も６７％あった（図３）。 

 
  図１．上部内視鏡画像診断の学習方法 

 

 

  図２．学習効果の評価 

 

 

 図３．継続しての学習希望 

 

本内視鏡学習システムの学習効果につい

ては診断画像を見る機会が少なく、書籍

よりもクリアな状態で、数多く見ること

ができる点に評価が高かった。 

ただし、医学生、研修医に提示した問題

は、内視鏡の初学者を対象にしたものに

調整しておらず、難易度が高いと感じた

医学生、研修医もいた。提示した問題を



見直せば、学習に対する満足度はさらに

向上すると思われた。 
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権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別： 
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